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取 組 の 概 要 【 １ ペ ー ジ 以 内 】 �

本学ビジネス実務学科では、平成１６年度特色ある大学教育支援プログラム（特色Ｇ

Ｐ）「キャンパス内におけるキャリア教育～意識変容への挑戦～」として２年間の採択

事業を実践し、学生・教員共にキャリア意識の向上に対し大きな成果をあげることがで

きた。しかし、採択から６年が経過した今日、学生の多様化や雇用情勢の悪化などの社

会状況変化により、新たな課題に直面している。これらの課題に適切に対処し、短期大

学士として相応しい就業力を育成するために、これまでの実績を基盤として、地域の産

業界からの協力を得、さらにバージョンアップした就業力育成事業を行うものである。 �

今回の取組については、学生自身の「就業力」の育成と、学生を支える教員や保護者

の「就業支援力」育成の２領域に分けて、それぞれに３つの事業を展開する。〔図－１〕

ア � 「就業力」の育成 �

（ア）「科目履修プラン」による専門技能の高度化推進 �

一般職から専門職へ移行している人材ニーズに対応するために、在学中に修得

する専門技能の高度化を図る。学生は、１年次前期にキャリアデザインを学び、

後期には５種類の実学的な科目履修プランから自分に適したプランを選択する。

これにより、早期に高度な専門技能を修得できるようにする。 �

（イ）「金城ビジネス学会」による考察力・発信力の養成 �

短期大学生の弱点である考察力や発信力を養成するために、学科内に学生会員

を中心とする学会を設立する。２年次の専門ゼミナールにおいて主体的な研究活

動を行うことにより考察力を育み、企業人を交えた研究発表を行うことによって

発信力を養い、四年制大学生と同様の社会人基礎力を養成する。 �

（ウ）「コンピテンシー・アセスメント」による人間関係力の向上 �

職業人に求められる思考特性や行動特性を測る独自のコンピテンシー評価シス

テムを構築する。当システムによって、学生のコンピテンシー習得度の客観的評

価を行う。当該評価に基づく指導を展開することによって、学生が主体的かつ積

極的に人間関係力を習得しようとする意識とその能力を涵養する。 �

イ � 「就業支援力」の育成 �

（ア）教員のキャリアデザイン指導力の養成 �

クラス担任教員自らが直接キャリアデザインの指導ができるようにするため

に、指導力養成講座を開講する。また、企業の人事担当者との産学連携「就業力

育成研究会」を設置し、地域に根ざしたキャリアデザイン指導のガイドラインを

策定する。併せて、就業相談・指導についてもスキル向上を行う。 �

（イ）教員のインターンシップによる就業支援力の向上 �

教員が企業の人事部等におけるインターンシップを自ら経験する。このことに

より、教員が企業側の採用や人材育成の実態を学ぶと共に、未知の業種・職種に

関する知識も習得することができ、より実効性のある就業相談・指導が可能とな

る。 �

（ウ）保護者の就業支援力の養成 �

保護者が我が子の就業支援をすることができるように、「キャリア親学通信」

の定期配信を行い必要な情報を提供する。また、「保護者サロン」を開設し、常

時メール相談などに応じ、保護者が就業支援力を培うためのシステムを構築する。
�




